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千葉大学大学院

医学研究院小児病態学

教授

食物アレルギーは小さな

子どもに発症することが多く、

お母さんがたも適切な情報と助言が得られないこ

とも少なくないようです。この問題解決のために

は医師だけでは不十分で、栄養士さん、保母さん、

保健師さん、先生方など、お子さんと関わる職種

のかたに広く支援をいただく必要があります。千

葉県にはまだ食物アレルギーについて詳しい栄養

士さんが少ないともいわれています。皆さんの参

加をお待ちしています。

原原原原 正美正美正美正美

昭和女子大学 生活科学部

管理栄養学科 准教授

食物アレルギーのお食事作

りで日々ご苦労されていらっし

ゃる給食関係者や保護者の方のお役に立つ、具体

的な情報提供を心がけております。離乳食、幼児

食、学校給食、病院給食など様々な場面、施設で

の栄養バランス、献立作成やレシピ提案、食物ア

レルゲンを含む大量調理用加工食品、調理方法等

の講義や実習を通して、食物アレルギー児の食生

活を一緒に考え直してみましょう。まずは実践あ

るのみです。

鈴木鈴木鈴木鈴木 修一修一修一修一

国立病院機構

下志津病院

小児科・アレルギー科

最近、食物アレルギーの診療

状況が徐々に変わってきてい

ます。社会での認識が高まってきてはいるものの、

現場では戸惑いもあるようです。患者さんや保護

者の方々との関わりの中で、アレルギーの発症予

防や早期寛解、QOLの向上を目指しております。

短い時間ではありますが、これからの食生活に役

立つよう、食物アレルギーに関する理解を楽しく

深めていただけることを願っております。

林林林林 典子典子典子典子

学校法人ソニー学園

湘北短期大学

生活プロデュース学科 講師

食物アレルギーの患者さんの食の

QOL(Quality of life)の低下や精神的な負担を

減らすためには、必要最小限の原因食物を除去

することが大切です。しかし食物除去の考え方

に関する誤解や症状出現に対する不安などが原

因で、食物除去を拡大してしまい困っていらっ

しゃる患者さんも少なくありません。患者さん

が摂取できる食物の幅を必要以上に狭めず、ま

た解除するときにもスムーズに解除していき、

食生活の中で抱えていらっしゃる不安を軽減し、

食生活を楽しんでいただけるようにという思い

で患者さんに接しております。
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東京大学大学院

農学生命科学研究科

特任助教

現在食物アレルギーの発症

機構解明に向け、基礎研究に勤しんでいます。ウ

ン年前栄養学を学ぶ学生として『自分は食物アレ

ルギーの子どもの母親だったら、子どもに何を食

べさせるのか』という疑問を出発点に、食物アレ

ルギーの発症機構を明らかにし、子ども達に豊か

な食生活を保障しよう、というのが私の基礎研究

開始の動機です。現在通信教育で、小児栄養の非

常勤講師もしながら、自分の子育てでも小児に

とって食生活の重要性を意識する日々です。
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戸板女子短期大学

食物栄養科 教授

食物アレルギーは乳幼児に多く見ら

れる代表的なアレルギー疾患のひと

つです。近年、食物アレルギーを持つ園児が増え、

給食担当者のみならず、保育関係者からも、現場

での不安や戸惑いを訴えることも多いようです。

食物アレルギー児への給食では、保護者への支援

も求められており、保育園栄養士のみならず、保

育者にもアレルギー対応の専門知識が必要とされ、

保護者・保育園職員・医療関係者との連係、保護

者へのより具体的な保育支援が望まれています。

受講者の皆様に、少しでもお役に立つことが出来

るようにと願っております。
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千葉市立海浜病院

小児科

近年、食物アレルギーは増えて

きており、小児にかかわる現場では正しい食物ア

レルギーの知識と対応がますます重要になると考

えられます。一方で、小児の食物アレルギーは乳

児期、幼児期、学童期とわけると、年代毎で特徴

が異なります。今回のお話ではこれら基本的な食

物アレルギーの知識の整理を行い、皆さんの役に

立てればと思います。
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千葉県こども病院

アレルギー・膠原病科

食物アレルギーの原因食物は

さまざまですが、食物によって、

アレルギーを発症しやすい年齢、治りやすさ、検

査結果と実際の症状との関係などが異なり、それ

ぞれ特徴があります。また、加熱すると症状が出

にくくなる食物、原料が同じでも加工品の種類に

よって症状の出やすさが大きく変わる食物なども

あります。それぞれの食物について知ることで、

より良い治療、より良い生活を目指していければ

良いですね。食物アレルギーに関わる皆さんのた

めに、今回のお話しが少しでもお役に立てればと

思います。
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日本医科大学

微生物学・免疫学教室 講師

食物アレルギーの誘導や

発症には、からだの様々な細胞が関与していると

考えられています。アレルギー大学では、我々が

食べている食べ物について、またその食べ物の成

分がどのようにからだの中に入るか、そして食べ

物がからだの中に入った後に起こること、などに

ついて、現在考えられている知見に基づき、わか

りやすく説明します。食物アレルギーとは何か、

どのようなことがからだの中で起こっているのか

理解を深め、その対策や対応について、受講者の

皆様と一緒に考えていきたいと思います。
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